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森林荒廃が洪水・河川環境に及ぼす影響の解明とモデル化

研究代表者　筑波大学大学院生命環境科学研究科　恩田裕一

１．全体構想
　現在わが国の森林の 40%以上をしめる人工林が放置されている現実があり，特にヒノキ林においては，
土壌侵食・表面流出が存在することが知られている。しかしながら，人工林の荒廃が，流域スケールで与
えるさまざまな影響，特に洪水発生に与える影響については不明のままである。そこで提案者らは，人工
林の荒廃という人為的改変が将来の水循環，洪水発生，下流河川環境に与える影響等の予測のための観測，
シミュレーションを行う。
　具体的には，日本の５カ所の試験地において，プロット，源流域，大流域の各空間スケールで流出水を
測定し，同位体分析等と組み合わせ，表面流出の割合を定量化する。また，リモートセンシングによる分
析等様々な手法により，それぞれの空間スケールにおいてモデリングを行う。これらの理解を通じて，今
後の水資源水資源の循環予
測・維持のために貢献し，そ
のための人工林の維持・管理
について提言を行う。

２．研究手法・体制
　本プロジェクトでは，人工
林の荒廃による洪水発生メカ
ニズムの解明及びモデリング
と予測技術の開発のため，ま
ず日本の各地に人工林の荒廃
が著しい５つの大流域を設定
し，その中からヒノキ人工林，
スギ人工林，カラマツ人工林
地を対象として施業履歴の異
なる荒廃した林分を選定した
（図-1）。
　水資源上もっとも問題が大
きいと思われるヒノキ林につ
いてはすべての流域で観測を
行い，比較対象としての広葉樹林における観測も併せて行うこととする。ヒノキ林流域に関しては各大流
域内において，荒廃していると思われるプロットや源流域を選定し，それらのデータを統合化することに
より，その地域の地形・気象等の影響もあわせて，洪水流出に及ぼす影響を総合的に評価する。
　各調査流域においては，図-2 に示すような計画に基づいて観測を行う。具体的には，１）樹種，荒廃
度の異なる３-４箇所の流出観測用プロットを設定する，また２） 樹種，荒廃度の異なる３-４箇所の源流
域（１ha 程度）を設定し，流量，土壌水の測定を行う。さらに，３）１-２箇所の大流域における流量測
定を行う。これらの観測流域は入れ子状に配置し，それぞれのスケールでの現象の解明とともにスケール
アップによる現象の変化も観測できるようにする。
　各観測地点では，斜面からの水流出が河川流出にどのような影響があるかを観測するとともに，洪水時
における流出水を採水しδ18O の分析や化学分析を行い，大流域からの流出水の fl ow path を明らかにする。

図-1　観測流域の概要
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そして，人工林の荒廃による各空間スケールでの水流出メカニズムの解明とそれらが洪水発生に及ぼす影
響を明らかにする。
　各サイトともに，2004 年５月から観測を行った。対
象流域の末端部では，パーシャルフリュームを設置し（図
-3），TruTrack 社製の水位センサーを用いて水位を５
分毎に計測，流量を計算した。観測流域付近で樹冠に覆
われていない場所で，転倒マス雨量計によって雨量を計
測した。また，降雨サンプラーにより雨水サンプルを採
取した。降雨サンプラーは２リットルのボトル４本によ
って構成されており，降雨が継続し一本目のボトルが満
水すると２本目に自動的に水が分配される仕組みになっ
ている。各観測流域には，自動採水機（アメリカン
SIGMA社製）を設置している。自動採水機は，降雨イ
ベント時の水位の上昇を感知することで採水を開始し，
設定によって 30 分から１時間間隔で洪水イベント時の
水を採取した。ただし，自動採水機は採水開始や洪水時
の採水などでトラブルも多いことから，多くの場合，観
測担当者は洪水イベント時に観測サイトのメンテナンス
を行う必要があった。各サイトでは，林床植生などの条
件の異なる各流域の斜面に幅 0.5 m ×長さ２ｍの小プロ
ットを配置し表面流の発生を観測した。プロット表面を
流下した水が，プロット下端の樋に集められ，それが
200 リットルタンクへためられる仕組みで
ある。タンクの水位を５分ごとに計測する
ことによって，降雨と表面流流出量の時系
列変化を把握した。
　これらの結果を基に，斜面土壌および浸
透モデリング， 源流域の分布型モデリン
グ， 大流域における洪水発生モデリング， 
森林成長モデルと土壌変化モデルを組み合
わせた森林成長・荒廃予測モデル，水質形
成モデルについて３つの空間スケールにお
いてモデル化を行い，洪水の予知，将来予
測等を通じて，今後の河川洪水対策・およ
び流域管理計画に資することを目的とする。
　本研究チームは，筑波大学，京都大学，
名古屋大学， 東京大学，千葉大学，信州大
学，岡山大学，国立環境研究所，三重県等
より，約 20 名の研究者が参加している。

３．主な研究成果と考察
３．１．フィールド観測結果
１）洪水流出採水状況
　フィールドサイトにおいて，降雨イベント時の流出水サンプル採取を２～４回行った（図-4）。水サン
プルの採取基準としては，観測地の近隣のアメダス地点のデータから，目安となる３時間降雨の回帰年を

図-2　調査サイトの空中写真

図-3　観測設備の概況
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設定し，１年以上の回帰年の降雨をイベント水サン
プル採取の対象としている。各サイトで，３時間降
雨で１～３年の回帰年をもつイベントでサンプルが
行われている。各サイトで３回のイベント水サンプ
ル採取を目標としているが，地域による降雨の年傾
向などが異なるために，現時点までで採水３回の基
準をクリアしているのは信州と三重サイトである。
他のサイトは，今後残り１回のイベントサンプリン
グが必要な状況にある。
　ヒノキ・スギ・カラマツ・広葉樹からなる観測サ
イトを設定し，斜面に幅 0.5m ×長さ２mの表面流
観測プロットを設置して表面流の流出量を比較する
こととした。表面流は東京・信州・三重・高知のす
べての観測サイトおよびすべての植生において観測
された。愛知サイトで，プロットの表面流流出デー
タの観測は行っていない。特に注目すべき点は，従
来は水保全機能が相対的に高いと考えられていた広
葉樹林地においても表面流の発生が確認され
たことである。また，林床が裸地化している
ヒノキ林においては表面流の発生量が多くな
る傾向にあり，その流出形態も降雨強度の変
化とよく対応していた。図-5 に各観測サイ
トの総降雨量と表面流出量の関係を示す。信
州と高知では，ヒノキ林は小規模な降雨に対
しても表面流が発生する傾向にあったが，広
葉樹，カラマツ林，スギ林では，表面流が顕
著に発生するには，総降雨量が信州でおよそ
50 mm以上，高知でほぼ 100 mm以上にな
る必要があった。このことは，信州と高知の
広葉樹林・スギ林・カラマツ林ではヒノキ林
に比較して相対的に土壌の浸透能が高く地中
水成分となる降雨の割合が高いことを示唆す
るものである。
　一方，東京と三重では，すべての植生プロ
ットで降雨の初期から（小規模な降雨でも）
表面流が発生する傾向があった。三重サイト
の斜面ではプロット間のばらつきが大きいため，雨滴により土壌表面に一様に土壌クラストが形成されて
表面流出が生じるだけでなく，土壌クラスト以外の何らかの要因が表面流発生に影響したことにより，デ
ータのばらつきが生じたのではないかと考えた。現時点ではこの原因を土壌撥水性によるものと考えてい
るが，詳細については鋭意調査中である。
２）各観測サイトにおける流域の流出応答
　各サイトの降雨に対する流出応答では，総降雨量が比較的小さく集中的な降雨イベントでは，ヒノキ林
の流出ピークが広葉樹林の流出ピークに対して大きくなり，かつ降雨に対する応答も早くなっていた（図
-6）。特に，愛知サイトではこの傾向が強かった。堆積岩の中でも第三紀堆積岩で，より粘土質の土壌が
発達しており，流出の違いに影響を及ぼしていると考えられた。また，長野サイトでは，広葉樹でほとん

図-4　 各サイトの最大
3時間降雨の回
帰年と採水を行
ったイベント

図-5　 各観測サイトの総降雨量とプロット表面流出量
の関係
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ど流出が確認されなかった。長野サイトは花
崗岩土壌であることから，他の流域と異なる
応答を示していると予想された。高知サイト
では，ヒノキ林流域でもっとも早い応答がみ
られ，その後にスギ林と広葉樹流域で流出ピ
ークがみられた。ヒノキ林の逓減の減少がも
っとも早かった。このように，比較的小さな
降雨規模の場合には，全国のサイトにおいて
ヒノキ林と広葉樹林の森林で明瞭な違いが見
られるが，より大きな降雨イベントでは，そ
の応答の違いは減少していた。

３．２．流出総合解析
１）イベント流出と「新しい水」成分の分離
　降雨イベント中の流出に寄与する成分は，
「新しい水（今回の降雨によってもたらされ
た水）」と「古い水（降雨前から流域に貯留
されていた水）」の２成分に分離することができる。ここでは，ヒノキ林流域と広葉樹林流域においてそ
れぞれ新しい水成分がどの程度寄与しているのかを検討した。高知サイトにおいて 2005 年９月５日から
７日に総降雨量 646 mm（気象庁アメダス大正観測地点）の非常に大きな降雨イベントを観測した。
四万十川下流域では，下流域の四万十市で１名の死者を出し，流域全体で 370 世帯が床上・床下浸水の被
害を受けた。また，周辺の農地の冠水などの農業被害も報告されている。その際，現地でのイベント観測
によって降雨ピ
ークとその前後
で，流域の水サ
ンプルを採集す
ることに成功し
た。図-7 では，
流域１（特大流
域），ヒノキ林
中流域および広
葉樹中流域にお
ける流量および
新しい水成分の
流量を示した。
広葉樹では，新
しい水成分の変
動が大きいもの
の，ヒノキ林と
くらべて新しい
水成分の量は少
ない。とくに，
流出ピークの近
傍ではヒノキ林
流域で新しい水

図-6　 各サイトのヒノキと広葉樹小流域における流出
応答例

図-8　 高知・信州・愛知サイトのイベン
トピーク流出時と総流出に占める
新しい水の割合

図-7　 高知サイトの 2005 年 9 月 5-7
日の洪水イベントにおける新し
い水成分の流出
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成分の寄与が大きい。特大流域の流出ピークと新しい水成分のピークは中流域と比べて時間的な遅れがみ
られたが，特大流域の新しい水成分の流出波形は，ヒノキ林流域の流出波形と似ていることから，ヒノキ
林流域からの新しい水成分の流出が，特大流域の新しい水成分に寄与している可能性がある。
　高知・愛知・長野の各サイトのヒノキ林と広葉樹林流域におけるイベントピーク流出時の新しい水成分
の割合を示した（図-8）。各サイトで観測対象となった降雨の規模に違いはあるが，ヒノキ林流域では，
広葉樹林流域に対して新しい水成分の割合が大きい傾向がみられた。総流出量にたいしても同様の傾向が
見られた。また，流出応答の項目で示したように，ヒノキ林流域では広葉樹林流域よりピーク流出量や総
流出も大きくなっていた。これらのことから，ヒノキ林流域と広葉樹林では，表面流発生などによって降
雨が直接流出を引き起こし，洪水流量の増加を引き起こしていることが予想された。
２）水質比較と成分分離
　代表的なトレーサについて降雨，表面流，土壌溶液，基底流の比較を行った（図-9）。K+，DOCは地
表面流で特異的に濃度が高いことから，
K+，DOCは表面流を分離するトレー
サとして有効であると考えられる。降
雨イベント中の渓流水のK+ 濃度は，
主として深い地下水（基底流時採水の
渓流水）と，地表面流（および浅い地
下水）濃度の間に分布していた。
DOCについても，ほぼ同様の傾向が
あった。
　そこで，これらの K+ と DOC の濃
度を用いて，降雨イベント期間の総流
域流出量を地表面流とそれ以外の要素
に分離する。ただし，土壌溶液中の
K+，DOC濃度は地表面流よりは低いが，
基底流時の渓流水より高い傾向があり，
降雨イベント中には地表面流以外の成
分中の濃度は少し高くなる可能性があるが，ここでは地表面
流以外の成分中のK+，DOCは基底流時の渓流水濃度と同じ
であると仮定して地表面流の分離をおこなった。まず，図
-10 に示した観測期間中の渓流水の加重平均トレーサ濃度を
計算し，図-9 に示した地表面流と，深い地下水のトレーサ
濃度を用いて分離した。
　その結果，用いるトレーサによって，得られる結果が大き
く異なる場合があることがわかってきた。また，地表面流以
外の要素に含まれるトレーサ濃度が深い地下水より高くなる
可能性が大きいことを考慮すると，実際より地表面流の寄与
が大きく見積もられる可能性が高い。解析対象とした降雨イ
ベントについて，この方法で推定した各流域における地表面
流の寄与は最大で５～ 35%と，推定値に大きな幅が見積も
られた。今後，流域間比較を行うために，流出成分分離手法
の確実性を検討していく必要もある。

図-9　 流域からの流出に寄与する可能性のある要素および降
雨時の渓流水中の溶存成分濃度のBox Plot

図-10　 三重サイトの降雨イベントに
おける表面流成分の分離
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３．３．流出モデリング
１）流域の要素分割と分布型流出モデル
　分布型流出モデルで必要となる流域地形の要素
分割として，従来のグリッド（正方形要素）によ
る分割ではなく，等高線による地形要素の分割を
行った。この分割方法では，各要素の大きさや面
積には差が生じるが，地表面の構造に沿った水や
土砂の移動ベクトル（TOPOTUBE）の方向，尾
根部や谷部の適切な表示に適しており，水文モデ
ルにおいて斜面で発生する表面流の流下の方向や
連続性を再現することができる。TOPOTUBEは，
斜面上部から下部へ，与えられた間隔で最短の等
高線を引くようにアルゴリズムで作成されている。
従来の TOPOTUBE では，５ｍ等高線への適応
が中心であったが，本研究では１～２m等高線
への適応を進め，地表面の不均一性の表現を進め
た。各サイトで作成された等高線を基に，各流域
におけるTOPOTUBE の作成を行い，分布型流
出モデルを適応していく。
　分布型流出モデルではキネマティックウェーブ
法を適応し，浸透した水は岩盤上を飽和地下水帯
として，TOPOTUBEによって再現されたベクト
ルに流下する。土壌が完全に飽和している状態に
おいて，飽和地表流が発生する。斜面において，
地中流と表面流が発生する場合は，地中流は Darcy の法則を適応し，表面流が発生する場合には
Manning の法則を考慮している。各TOPOTUBEの要素において，与えられた時間 t に対して，斜面上
部と下部の境界における流出変化を以下の関係式によって表した。

bQ4＋（1－a）A4（Δxe）＝bQ3＋（1－a）A3（Δxe）－Q3－bQ3＋aA1（Δxe）＋Q1＋bQ2－aA2（Δxe）＋iAeΔt Δt Δt Δt
ここで，Aと Qは各断面の面積と流量を表す。Ae は要素の面積を表し，Δt は時間ステップを表す。添
え字の１と３は，時間 t における xと x+Δx での条件を示し，添え字２と４は，時間 t+Δt における x
と x+Δx での条件を示している。係数 aと b は，それぞれ時間的・空間的な加重換算係数である。飽和
地中流のみを考慮する場合には，AとQについては，以下の２式を用いる。

A＝ωεh，0＜＿A＜ωεD or 0 ＜＿ h＜ D
Q＝K（A/∈）sinβ＝ωhK sinβ，0＜＿A＞＿ω∈D，0＜＿ h＜ D

飽和地中流と飽和地表流を表す場合は以下の 2式を用いる。
A＝ωεD＋AC，A＞ωεD

Q＝ωDKsinβ＋εACm，A＞ξ∈D
ここで，ωは各地形要素の幅，εは有効間隙率，Dは鉛直土壌深度，hは飽和地下水帯の水深，AC は地
表面流の流水断面［ω（h-D）］，Kは飽和透水係数，βは斜面傾斜，αは表面流の場合，α＝n－1ω－2/3tan1/2β
（ただしm=5/3）であり，流路の場合α＝n－1ξ－2/3tan1/2β（ただしm=4/3）となる。ξは，流路円周と流
路断面の関係からR＝ξAc1/2 として表す。
　本モデルを用いて，流域における飽和地下水帯の発生位置を予測すると，斜面の谷頭部および斜面の一
部に拡大していく地表面流が発生していた。この飽和地表流の発生場所は，現地観測によって発生する飽
和地表流の位置と一致していることから，本モデルでは飽和地表流に関しては良好に再現できた（図-11）。

図-11　 2004 年 12 月の降雨イベントのピーク時
における飽和地表流の発生場（モデルの
結果）
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しかし，土壌複雑性や表面の浸透条件などがモデルに組み込まれて
いないため，現在，ホートン型の表面流の発生と流下を再現するた
めのアルゴリズムの改良を行っている。

３．４．森林維持管理モデリング
１）林床被覆と浸透能との関係
　林床の下層植生や有機物の土壌被覆は，土壌表面への雨滴衝撃を
減少させ，土壌表面から土壌層への浸透を促す効果がある。この林
床条件と土壌浸透能の関係を定量化するために，原位置散水実験を
行った。しかし，従来の研究によって森林内の降雨（林内雨）は森
林外の降雨（林外雨）と比べて，雨滴径と雨滴衝撃が増加すること
が知られている。雨滴衝撃は，土壌表面の物理的条件やクラストの
形成に影響を及ぼすことから，林床での浸透能を評価する実験にお
いても雨滴径と雨滴衝撃を再現することが重要となってくる。そこ
で，振動ノズル式散水装置を使用した（図-12）。急斜面の日
本の山地でも使用できるように，ノズル振動動力部の小型化
や散水台座を折りたたみ式にするなど，改良を加えた。山地
での実験前に，雨滴径や雨滴衝撃，降雨量などのキャリブレ
ーションを行った。
　長野・三重・高知・東京の各サイトで斜面傾斜 32 ～ 41°で，
林床の被覆状態の異なる斜面を対象とし，幅１m×斜面長
２mのプロットを設置した。180 mm/h 程度の降雨強度を
20 分間散水し，斜面下端で流出量を５分間隔で計測した。
実験後プロット内の林床植生とリターを採取した。林床の植
生被覆が小さい荒廃したヒノキ人工林の浸透能は，長野 110 
mm/h，三重 39 mm/h，高知 85 mm/h，東京 78 mm/h と
なり，林床植生のあるヒノキ林や広葉樹林とくらべて小さく
なっていた。図-13 にヒノキ林における各地の浸透能と下層
植生およびリター乾重量の関係を示した。この結果から，地
質・地域が異なっている各サイトのデータを比較したものであっても，リター量が増加すると浸透能も上
昇する傾向が示された。下層植生とリター量が 1000 g/m2 以下で浸透能が顕著に低下することから，今
後の森林管理における下層植生とリター量の指針を示すことできた。現在も散水実験は進められており，
より具体的な森林管理の指針を示すデータを提示していく予定である。
２）リモートセンシングによる森林情報把握の高精度化
　近年，欧米を中心に森林計測，特に現地調査で最も時間と労力を要する樹高計測における航空機
LiDARの有効性を示す報告がなされてきた。しかし，壮齢スギ及びヒノキ林分での比較から，荒廃問題
が深刻なヒノキ林においては，スギ林に比べてレーザーパルスの透過率（地上まで到達する率）が有意に
低く，地表面モデル（Digital Terrain Model: DTM）の精度が低下する可能性が示唆されている。さらに，
様々な林分状態にあるヒノキ林を対象に，レーザーパルスの透過率の差異を比較・検討した結果において
も，純林状態の老齢林を除き，ヒノキ林ではレーザーパルスの透過率が低く十分なDTM精度が期待でき
ない。本研究ではヒノキ林を対象として，DTMに拠らない新たな航空機 LiDARデータの解析手法の開
発を目指した。本研究では，まず，Top Surface（樹冠頂部のみを通過するサーフェス）という新たな概
念を提案した（図-14）。Top Surface の概念に基づく林分平均樹高推定手法の有効性を検証するため，信
州大学農学部附属手良沢山ステーション内の様々な林分状態にあるヒノキ林７プロットに関して，推定結
果と現地調査結果を比較・検討した。

図-12　 振動ノズル散水装置に
よる現地実験の様子

図-13　 ヒノキ林の下層植生とリター
乾重量と浸透能の関係
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図-14 に，新たに提案した手
法で推定された推定値と実測
値の関係を示す。林分平均樹
高は実測値と有意な差が認め
られず，Top Surface の概念
がヒノキ林における航空機
LiDAR データの解析に有効
な概念であることが示唆され
た。今後，この成果を基に，
浸透能試験で得られた適切な
表面被覆を維持できる「広域
対応型人工林システム収穫
表」の開発を行っていきたい。

３．５．ヒノキ人工林における土砂生産と下流への影響
１）林床表面の侵食素過程の解明
　従来の研究において，ヒノキ林表層の土砂移動には表面流より雨滴侵食による影響が大きいといわれて
いる。しかし，実際にヒノキ林内において地表流及び雨滴侵食の同時計測を行った事例はなく，表面侵食
の素過程については明らかにされていない。そこで，本研究
では林床が荒廃したヒノキ人工林を対象に雨滴侵食及び表面
流の観測を行った。　調査地は高知サイト内の 36 ～ 40 年
生ヒノキ人工林斜面とした。林内雨特性と雨滴侵食量の観測
は高知サイトで行った。スプラッシュカップを用いて雨滴に
よる土壌剥離量を観測した。また林内雨の雨滴エネルギーは
レーザー雨滴計（Nanko et al., 2004）により計測し，林内雨
量は転倒ます式雨量計で観測した。表面流及び侵食土砂観測
のために，土壌表層を枠で囲ったプロット（幅 50cm，斜面
長２m）と貯留タンクを設置し，貯留水量及び捕捉土砂量を
測定した。
　林内雨特性について，雨滴エネルギーは 1時間雨量との回
帰係数が最も高いことがわかった。林内の平均雨滴侵食量と
降雨特性との関係は，最大 1時間雨滴エネルギーの回帰係数
が最も高く（図-15），実際の斜面においても雨滴衝撃が土砂
生産に大きく寄与していることがわかった。
２）濁水起源の推定
　ヒノキ林の荒廃が河川環境に及ぼす影響を解明するためには，森林斜面から侵食された林床表土が河川
濁度成分に対してどの程度寄与するのかを
明 ら か に す る 必 要 が あ る。Time-
integrated 浮遊砂サンプラーを河床内に設
置することにより，台風イベント含む降雨
出水時の浮遊砂を採取することができた。
試料の粒径および有機物含量の違いを考慮
した Cs-137，Pb-210ex 濃度は，林床表層
土壌に大きなばらつきを含むものの，林床
の流出土砂と作業道または河岸側壁とは明

図-14　Top Surface による樹高推定結果

図-15　 雨滴衝撃エネルギーと雨滴剥離
量の関係

図-16　浮遊砂に対する林床土砂の寄与率
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瞭に分離でき，これらをエンドメンバーにした浮遊砂起源推定の可能性が示された。そこで，浮遊砂が森
林表土と河道側壁の土砂で構成されると仮定し，それぞれのCs-137 濃度をエンドメンバーとすると，浮
遊砂に対する森林表土の寄与率は 31 ～ 77% の範囲で推定された（図-16）。比較的低い寄与を示した
6/27-7/7 と 9/1-9/8 の期間は最大降雨イベント雨量が約 60 mm程度と規模が小さく，その他の期間は
150 mm以上の大きなイベントが認められた。
　上記のように，森林表土の寄与率が観測期間毎に異なるのは，降雨特性が森林斜面の土砂生産量及び表
面流出土砂量を変化させることが一因であると考えられる。ヒノキ林表層から土砂が表面流に伴って下流
河川に流出していることが明らかとなり，表土の侵食が下流の河川環境に大きな影響を及ぼしていること
を示唆している。

４．今後の展開
　これまでの結果から，ヒノキ人工林においては，広葉樹と比較して洪水時に“新しい水”の寄与が有意
に高いことが認められた。また，研究の遂行の途中において，表面流流出の素過程の解明が重要ではない
かという結論に達し，野外実験および室内実験により，表面流発生メカニズムの解明に努めている。今後，
これらの素過程の研究成果と同位体および化学成分による成分分離の成果を併せて解析し，荒廃したヒノ
キ人工林において表面流出がどの程度洪水流出に寄与しているか定量化を行う。
　また，現地における観測をさらに継続するとともに，得られた成果の解析に努めたい。本研究課題の最
終目標は，森林施業による流出の変化をモデル化し，望ましい人工林の維持・管理指針について提言を行
うことである。今後，素過程の研究成果を，流出モデルおよび施業管理シミュレーションに関連づけ，正
確なモデル構築に努めたい。また，荒廃した人工林における表土の流亡と下流の濁水との関係についても
解析を進めたい。
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